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ほ
か
中
田
町
浅
水
に
同
規
模
程

度
の
玉
山
発
電
所
の
建
設
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

約
２
㎿
で
あ
る
こ
と
か
ら
　
世

帯
を
賄
え
る
計
算
と
な
り
、
こ

の
数
は
米
川
1
区
か
ら
6
区
の

世
帯
数
　
戸
に
匹
敵
し
ま
す
。

　
同
社
は
こ
の
米
川
発
電
所
の

よ
り
割
高
で
あ
る
こ
と
、
等
が

主
な
短
所
で
す
。

　
太
陽
光
発
電
で
は
１
㎿
で

世
帯
の
電
気
量
を
賄
え
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
米
川
発
電
所
は

れ
ま
す
。
ま
た
夜
間
は
発
電
せ

ず
昼
間
も
天
候
等
に
よ
り
発
電

量
が
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
、

パ
ネ
ル
設
置
時
の
初
期
投
資
額

が
大
き
く
ま
だ
他
の
発
電
方
法

草
で
き
な
く
な
り
荒
地
と
な
っ

共
同
出
資
し
て
作
っ
た
合
同
会

社
と
め
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、

採
草
地
と
し
て
牧
草
を
生
産
し

て
い
た
場
所
が
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
の
影
響
で
、
採

草
地
に
、
こ
の
程
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
発
電
所
が
建
設
さ
れ
運
転
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
し
た

の
は
㈱
パ
ス
ポ
ー
ト
、
㈱
ガ
イ

ア
シ
ス
テ
ム
、
㈱
テ
ラ
ソ
ル
が

豊かな自然と伝統文化の郷 よねかわ
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メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
開
始

 
米
川
上
沢
地
区
の
鷹
ノ
子
採

て
い
た
土
地
を
太
陽
光
発
電
所

と
し
て
再
生
し
、
地
域
に
役
立

つ
形
で
活
用
す
る
目
的
で
計
画

さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
こ
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
売
電
収
益
の
中
か
ら
、
鷹

ノ
子
採
草
組
合
へ
地
代
と
敷
地

管
理

(
草
刈
等

)

料
が
支
払
わ

れ
、
登
米
市
の
税
収
を
含
め
た

長
期
的
安
定
経
済
効
果
も
期
待

発
電
に
必
要
な
資
源
が
枯
渇
せ

ず
繰
り
返
し
使
え
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
代
表
格
で
あ
る
こ

と

、
等
が
長
所
と
し
て
あ
げ
ら

さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
に
は
長
所
と
短

所
が
あ
り

、
発
電
時
に
温
室
効

果
ガ
ス
を
排
出
せ
ず
ク
リ
ー
ン

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と

、
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動
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
赤

！
白
!
心
を
ひ
と
つ
に
』
で

す
。
応
援
合
戦
で
は
６
年
生

が
中
心
に
な
り
、
互
い
に
趣

向
を
凝
ら
し
た
熱
気
溢
れ
る

応
援
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
走
っ
た
り
、
踊

っ
た
り
全
校
児
童
の
活
躍
は

の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

け
回
り
ま
し
た
。
今
年
の
運

が
ら
、
魅
力

あ
る
地
域
づ

を
図
る
こ
と

く
り
の
推
進

ん
も
ご
活
用

願
い
ま
す
。

で
す
。
皆
さ

集
落
支
援
員
委
嘱
状
の
交
付

　
５
月
１
日
登
米
市
集
落
支

援
員
の
委
嘱
状
交
付
式
が
登

米
市
役
所
本
庁
舎
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
登
米
市
で
　
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
約

半
数
の
　
名
が
布
施
市
長
よ

り
委
嘱
状
を
手
渡
さ
れ
、
い

よ
い
よ
集
落
支
援
員
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
主
な

仕
事
は
公
民
館
職
員
と
し
て

業
務
を
し
な

米
川
地
区
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
一
千
日
で
表
彰

前
庭
に
枝
振
り
見
せ
て
松
の
芯

し
て
交
通
安
全
功
労
者
表
彰

錦
織
　
及
川
守
男

米
川
　
小
野
寺
好
道

米
川
　
千
葉
サ
キ
コ

想
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
た
と

自
ら
率
先
し
て
交
通
安
全
思

米
川
小
学
校
運
動
会

米
川
　
小
野
寺
和
彦

米
川
　
及
川
豊
子

米
川
　
村
上
君
枝

錦
織
　
及
川
奈
奈
夫

を
達
成
し
て
お
り
、
米
川
地

善
光
寺
長
き
坂
道
若
緑

四
度
目
の
八
十
八
夜
の
仮
の
家

掛
水
の
八
十
八
夜
の
棚
田
か
な

監
督
の
激
の
円
陣
松
の
芯

蜃
気
楼
虚
像
の
影
を
映
し
け
り

峡
空
に
鳶
の
警
邏
や
松
の
芯

 米川公民館 俳句教室
選者：俳句教室講師　藤野尚之　氏

５月の兼題　　八十八夜、蜃気楼、若緑

選
者
の
一
句

雨
あ
が
り
姉
歯
の
松
の
緑
立
つ

廃
校
の
庭
に
残
り
し
若
緑

労
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ら
、
交
通
死
亡
事
故
抑
止
功

　
平
成
　
年
７
月
以
来
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
で
一
千
日
が

達
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
米
谷

米
川
　
千
葉
勝
保

米
川
　
及
川
ヤ
ヱ

地
区
で
は
既
に
五
千
五
百
日

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

抹
茶
受
く
春
蘭
亭
の
若
緑

は
一
人
一
人
が
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
に
気
を
つ
け
、
不

全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、

が
、
多
年
に
わ
た
り
交
通
安

は
飯
土
井
の
阿
部
利
和
さ
ん

　
こ
の
他
個
人
表
彰
部
門
で

米
市
並
び
に
登
米
警
察
署
か

注
意
か
ら
く
る
事
故
を
回
避

望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

通
安
全
運
動
市
民
大
会
に
お

区
も
記
録
が
伸
び
る
こ
と
が

　
こ
の
程
平
成
　
年
春
の
交

門
で
米
川
地
域
振
興
会
が
登

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
表
彰
部

亡
事
故
ゼ
ロ
一
千
日
を
達
成

い
て
、
米
川
地
区
が
交
通
死

全
校
児
童
・
先
生
方
・
父
兄

頃
に
は
皆
ヘ
ト
ヘ
ト
で
す
。

　
５
月
　
日

(

日

)

米
川
小

学
校

(
佐
々
木
博
明
校
長

)

で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
日
雨
の
た
め
一
日
順

延
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は

絶
好
の
快
晴
の
下
、
全
校
児

童
　
名
は
元
気
に
校
庭
を
駆

分
出
場
機
会
は
多
く
、
終
る

続
き
ま
す
。
人
数
が
少
な
い

27 

24 

17 

21 

13 

71 

一年生の短距離

飛べ風船！大空高く! 

赤組 白組 
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中学生ファームステイの受け入れ 

登米市グリーン･ツーリズム推進協議会では、毎年4～5校ほどの中学生を登米市内の農家で3～5

人くらいずつ受け入れ、農作業の他、様々な農家の暮らしを体験してもらっています。その一環で

5月14～15日、岩沼中学2年生145名が市内33戸の家庭に1泊2日で滞在しました。 

私もグリーン･ツーリズム推進協議会の一会員として、近所の女性と共同で中学生女子4名を受け

入れました。 

作業内容は、畑の畝立て・苗の定植、苗の出荷作業、豆の選別作業な

ど。その他、夜のバーベキューや馬の足公園での釣りも楽しみました。 

体験した生徒は「辛くて大変な作業を農家の人々は毎日やっていて、

すごいと思う」「川で野菜を洗ったり、薪でお風呂を沸かしたり、普

段できない体験ができた」などと感想を話してくれました。 

私たちがこの地域で日常的にやっていることも、子どもたちには初体

験で、気付きの多いことでしょう。農山村は子どもたちや若い世代に

とって、学びの宝庫だと思います。 

ラズモネ里山きこり部 

「ラズモネ里山きこり部」というグループ（「林業女子会」から移行）で、5月16～17日に第一

回活動を行いました。 

林業や山の恵みなど里山を楽しもうと、米川生産森林組合と共に企画しています。 

今回は岩手大学農学部の大学生・大学院生5名、地元住民6名（＋乳幼児2名）で活動しました。 

一日目は山に入る前に虫よけアロマスプレーを手作りしまし

た。各自、好きな香りのエッセンシャルオイルで作ります。 

次にメインイベントの山菜採り。うど・葉わさび・わらび・

よもぎ・ふき等を大量に収穫。宿泊場所に持ち帰って、葉わ

さびはしょうゆ漬けに。うどやよもぎは天ぷらにして、その

晩は山菜パーティーでした。 

二日目は、薪割りや植林を体験しました。 

私はこちらに来るまで美味しい山菜を食べたことがなく、正

直山菜採りなど関心もなかったです。しかし、その味を知り

身近で採れると知ると、山菜採りの魅力にはまってしまいま

した。 

参加者から、次回はホタルの時期に来たいという要望があり、実現すれば6月下旬に開催になりそ

うです。 

みなさんもファームステイの受け入れをしてみませんか？自分の家庭での作業だけでなく、他の家

に行ってお手伝いをしても良いようです。詳しくは登米市グリーン･ツーリズム推進協議会（登米

市産業経済部商工観光課内/ 0220-34-2734）まで。 

初めて山菜採りを経験した参加者もいて、街の人や若い世代には、スポットや採り方・調理の仕方

を教えてもらいながら一緒にできるのはありがたいですね。 

こんにちは。地域おこし協力隊の浦田紗智です。 

山菜の時期はあっという間に過ぎ、今月下旬にはもうホタルが見られるかと思

うと、季節の移り変わりはあっという間ですね。 
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　 23 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会
1 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会 24 水 泉趣会
2 火 米川若草会 25 木 あばせGG
3 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会 26 金
4 木 あばせGG、米川ｽﾎﾟ少 27 土
5 金 28 日 黎明太鼓
6 土 29 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会
7 日 30 火
8 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会
9 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会
10 水 泉趣会 1 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会
11 木 あばせGG 2 木
12 金 つるし飾り愛好会、絵手紙愛好会、五日町町内会 3 金 あばせﾖｶﾞ
13 土 4 土 ﾌﾗﾀﾞﾝｽ教室
14 日 黎明太鼓 5 日
15 月 ｼﾆｱ体力づくり教室 6 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会
16 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室 7 火
17 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室 8 水 泉趣会
18 木 あばせGG、俳句教室 9 木
19 金 絵手紙教室、あばせﾖｶﾞ 10 金 つるし飾り愛好会、絵手紙愛好会
20 土 11 土
21 日 西上沢地区 12 日 黎明太鼓
22 月 ｼﾆｱ体力づくり教室  ※公民館事業又は利用許可申請済の団体のみ記載

  ・ふるさと交流演芸・ふるさと特産品販売・瑞樹窯展示販売・まんぷく田舎料理・魚のつかみ取り等

　日時　平成２７年６月７日 (日)  午前１０時〜

よねかわ情報コーナー（催し物）

　場所　米川綱木公園・三経塚
　主催　東和キリシタンの里まつり実行委員会
　※イベント会場催し予定

計

111

71

１０区

７区

42
963

８区
９区 69

112

４区 101
112
148

６区 89
79５区

174

229

147
172

2,520
125
182
260

75
121 139

1,244 1,276

107
5768

7月の予定

6月の予定

　　定員　　　２０名  (定員になり次第締切)

　　日時　　　平成27年6月21日 (日)　午前7時〜午後5時

                       (雨天時 : ハイルザーム栗駒にて日帰り旅行)
      会費　　　３,０００円

　   目的地　  栗駒山 『中央コース』 (登山後ハイルザーム栗駒にて昼食・入浴)

　　　　　　　参加者募集中！

214104110

              平成２７年４月末現在

126 252

336
154

126
117
133 281

162
女 計(人)

米川の世帯数と人口

172
行政区 男

３区
２区

340168

世帯数
１区

301117

        編集後記 
 今月号をもって創刊以来節目の第50号と

なりました。創刊号は東日本大震災後間も

ない平成23年4月で、それから4年2ヶ月が

経過しました。時間の経過ともに編集者も代

を重ねていますが、変わらぬご愛読をお願い

いたします。また皆様からの情報・投稿もお

待ちしております。 

米川地域振興会ホームページ 
【宮城米川・里山だより】 
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/ 

栗駒山 

殉教祭・記念ミサ 

 午前9時30分 


